
2024 年 3月 2日 仙台 YWCA定期総会 講話 
 
講話題 「開かれた居場所」  
聖書   「ところが、彼らがベツレヘムにいるうちに、マリヤは月が満ちて、
初めての子を産み、布にくるんで飼い葉桶に寝かせた。宿屋には彼らの泊まる
場所がなかったからである。」(ルカによる福音書 2 章 6～7節） 
説教者 青木康弘さん (特定非営利活動法人 仙台夜まわりグループ理事・事務
局長)  

本日は、1948 年創立から今に至るまで長きにわたって、仙台の地に根を張
って活動されて来られた仙台YWCAさんの定期総会前の礼拝説教という重責
を仰せつかり、非常に光栄に思っているところでございます。また、常日頃か
ら、私ども仙台夜まわりグループの活動を覚えて、様々なご支援をくださって
いますこと、この場をお借りして、御礼申し上げます。  

さて、今朝は、先ほどお読みいただきましたルカによる福音書 2:6-7 をもと
に皆様と分かち合いをして参りたいと願っております。このルカによる福音書
2:6-7、イエス＝キリスト降誕の出来事ですが、クリスマスの時期に取り上げら
れることが多い。今日は 3 月 2 日ですので、いささか時期はずれではないか
と思われる方もいらっしゃるかもしれません。けれども、この箇所にはイエス
＝キリストの生涯そのものを指し示す、大切なキーワードがある、それは 7 節
「宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである」という言葉です。もう少
しわかりやすく訳しますと「宿には場所がなかった」となります。イエスが生
まれた時に居場所がなかったというのであります。絢爛豪華な宮殿で、ふかふ
かなベッドの上、大勢の人たちからの賛美と祝福のもと、栄光に満ちた仕方で
この世に来られたのではなく、この世の只中の、しかも高みにではなく低みの
極み、すなわち居場所すら与えられない、取り残されたものの一人として、イ
エスはこの世に来られた、そして、その方こそ私たちの救い主なのだ、そうル
カは語ります。  

私が惹かれる版画があります。フリッツ・アイヘンバーグというドイツの版
画家の「炊き出しの列に並ぶイエス」と題された作品です。炊き出しの場面
で、片足を引きずりながら歩いている人、汚れきった服を着ている人、もう今
にも倒れそうな人、それら炊き出しに並ぶ一人としてイエスが描かれていま
す。社会や共同体で取り残され、蔑ろにされ、そして居場所がない、そのよう
な人たちの一人として、そして彼ら彼女らの痛みや不安を自ら体に刻みつける
ような仕方でイエスは生きて働いてくださっている。居場所のない寂しさ、取



り残された悲しみ、邪険にされる 辛さ、痛み、その身に刻みつけるような仕
方で生涯を全うされた、その方こそ私たちの救い主である、そう私たちは知ら
されているのです。  

さて、そのような仕方でこの世に来られ、そのような生をまっとうされたイ
エスが指し示される居場所、開かれた居場所とは、どのようなものであるので
しょうか。 

居場所がない仕方でこの世に生を受けたイエスの活動は一言で申し上げます
と、ハードとしての居場所を定められませんでした。  

 

今で言うところの教会、建物としての教会が広がっていったのは、歴史的
に、パウロによる功績が大きく、家庭集会という形での個々の家が中心となっ
て、それが集まって教会という建物が形成されていったのですが、しかし、こ
とイエスに限ると、イエスは場所を定めず、巡回しながら人々や出来事に出会
っていかれたのです。その出会いの中身を象徴するイエスの言葉に注目する
と、イエスが目指した居場所～ ハードとしてではなく、ソフトとしての～出
会いの内実が明らかになってきます。 4 つの福音書で最初に書かれたマルコ
による福音書でイエスが語った短い言葉、おそらくその多くがイエスに遡ると
言われていますが、そのいくつかをピックアップしてみます。いずれも病や障
害、生まれや職業によって差別されていた人たち、イエスが生きられた当時の
社会において差別偏見の対象とされ、社会から取り残されて いた人たちへの
言葉です。  

「あなたの名前はなんというのか(マルコ 5:5)」「手を伸ばしなさい(マルコ 
3:5)」「真ん中に立ちなさい(マルコ 3:3)」「自分の足で立ちなさい(マルコ 
2:12)」「あなたは何をして欲しいのか(マルコ 10:51)」「開け(マコ 7:34)」。  



「あなたの名前はなんというのか」、まず名前を聞く、名乗り合って関係づ
くりの一歩です。『おたく』だとか『あなた』でなく、〇〇さんと名前で呼び
合う関係が大事。そして、「手を伸ばしなさい」です。自分の手を伸ばしてあ
なたの人生を自ら獲得していきなさい。さらに、「真ん中に立ちなさい」、
「自分の足で立ちなさい」。あなたの人生はあなたが主役なんだから、あなた
自身の足で立って進んでいきなさい。そして、「何をして欲しいのか」、あな
たはどうしたいのか。他人任せ、烏合の衆でなく、あなた自身が何をするの
か、何が大事なのか、どこに向かって進もうとしているのかをあなた自身で考
えてごらんなさい、というのです。  

イエスは、病や障害、生活苦など、当時の社会から排除されていた人たちと
出会い、深く関係を作り、その関係性の中て、生き直し、取り戻し、解放の人
生を提案されていった。しかもそれは、上から目線で、あなたはこうすべき
だ、こうしなければならない、世の中こうなっているのだから、という仕方で
はなく、自分が何を求めているのかを自分で考えて、そして、自分の足で立ち
あがって、手を伸ばして自分の求めることを獲得していく。そのような、相手
の尊厳を尊重しつつ、主体性を取り戻すような 仕方で、あなたは何がしたい
のかあなたが考えなさい、何が必要かを深く思い巡らせ、あなた自身で立ち上
がり、自分の人生をその手で掴み取りなさい、人生のど真ん中を自信を持って
歩んでいきなさい、あなたはそれをしていいんだ、あなたにはそれができるん
だ。イエスはその出会いの中でそう語り続けていった。そのような意味で、イ
エスが指し示された居場所、開かれた場所というのは、究極的には、ハードと
して固定化された建物の中にはない。そうでなく、人と人との関係性の中て、
人が人として、尊厳を持って、互いに認め合い、励まし合い、祈り合ってい
く、たとえ誰であったとしてもです。病気であろうが、障がいを持っていよう
が、野宿をしていようが、国籍が異なっていようが、です。イエスはその生き
方の中で、社会や国や年齢や性別や、それらの壁を取っ払うようにして、出会
い、痛みや悲しみ、喜びや笑いを共有されたのであり、そのような出来事が起
こされる関係の中にこそ、イエスがおられる場所であり、開かれた居場所であ
る。そう思うのであります。  

世知辛い世の中です。社会の管理体制の中で、一人ひとりが孤立し、人のこ
となどにかまけていられるか、そのような風潮があります。少しでも遅れた
り、失敗したり、周りと違う生き方をしていると、すぐに弾き出され、再び人
としての尊厳を持って生きることができなくされていく、そのような社会で
す。それはまさに、イエスが生きられた時代と一緒であります。  



しかし、そのような社会にあって、イエスは、出かけて行って、人と人とを
結びつけ、尊厳や主体性を取り戻させ、そして、互いに心配し合い、考え合っ
ていく、そのような関係づくりをその活動の中心とされた。それこそが私たち
の居場所、誰に対しても開かれた本当の居場所があるのだ、とその生き方を通
して、神の国の真実を表されたのであります。  

今年の 1 月 1 日、能登半島で大変な震災が起こって、多くの方々が亡くな
り、今な お大変な中にある人たちが大勢おられます。私は、13 年前の東日本
大震災の被災者の一人として、当時、仙台夜まわりグループの一員として途方
に暮れながら涙流しながら被災者支援の炊き出し等を行ったことを昨日のよう
に思い起こすのですが、現在の能登半島の人たちの窮状を、まさに我がことと
して、胸締め付けられるように思わされています。  

そんな中、先月に行ったセミナー・食事会という支援活動の際、仙台市内の
路上生活者を対象としたアンケート調査をしました。「能登半島の被災者に思
うことを自由に書いてください」という設問に、仙台市内の路上生活者たちが
答えてくれました。  

たとえば、「お見舞い申し上げます」。「光は必ずあるから頑張ってくださ
い」。「頑張ろう」。それぞれ思いのこもったメッセージを書いてくれまし
た。その中で、こういうことを書いてくれた路上生活者がいました。  

「あの東日本大震災の時、自分も被災して家も仕事も家族も全てを失ってし
まった。途方に暮れて苦しくて苦しくてたまらなかった。そんな時、しきりに
頑張れ、頑張れ、頑張ろうと言われ、自分自身とても重荷で、辛く悲しかっ
た。自分がそうだったから、今、自分は、能登半島の人たちに、頑張れ、とい
う言葉でなく、辛いよな、悲しいよな、苦しいよなという言葉をかけてあげた
い。」  

ここにイエスのありよう、イエスがおられる原風景を思いました。それは
「共感」です。もっというならば、他者の痛みを我がこととする真実でありま
す。 福音書には、「イエスはあわれに思った」という言葉、繰り返し登場し
ます。これも大切 なキーワードの一つです。  

「イエスはあわれに思って 」(マルコ 1:41)の「あわれに思う」というのは
原典で、 「スフランクニソマイ」というキギリシャ語が使われていて、直訳
すると「腸が焼ける」「はらわたが痛む」という意味になります。マルコ以外



で、みなさんご存知の、あのルカ 10 章の良きサマリヤ人のたとえでの 10 章 
33 節です。正統的な宗教者ではなく、異邦の民と差別されていたサマリヤ人
の「スプランクニゾマイ」、憐れに思うという「腑の思い」をイエスは評価さ
れています。  

第三者的立場で、「ああおかわいそうに、お辛いてしょう、頑張ってくださ
い、頑張りましょう」ではなく、はらわたが痛くなるほどに、はらわたがちぎ
れんばかりに他人の窮状を我がこととしていく、自分が当事者となっていく、
そのような「共感」です。これに一番近いのは、沖縄の言葉で「チムクリサン 
肝(肝臓)が苦しい」です。内臓が苦しい、それほどまでの共感、他者の窮状や
悩みを我がこととする、それが、居場所のない仕方でこの世に生を受けたイエ
スの出会いの中心でありました。  

互いに共感し合い、その中で互いの尊厳を認め合う、大事にし合う、公にし
合う。共感 する仲間たちが集まってくる。そのような関係性が成り立つ居場
所、そこからその真実を発信していく居場所、そのような YWCAさんであっ
たらどんなに良いか、そう思わされます。  

私は路上生活者、生活困窮者支援を 24 年間続けてきました。それは、あの
イエスの居場所づくりを後追いするような、そのような思いがその根底にあり
ました。今も毎日の活動を通してイエスの足跡を辿り続けています。  

ここにおられる皆さんお一人お一人にテーマがおありだと思います。それ
は、路上生活者支 援に限らず多様なテーマがあると思う。それぞれ生きる現
場で、日常的に出逢われていく課題や対象、テーマがあるのでしょう。そのよ
うな飛び込んでくる、出会わされていく、やらずにはおられなくなる、それぞ
れの課題、それはイエスが引き込む課題です。それらを持ち寄って、人が人と
して生きることのできる、尊厳を認め合い、違いを認め合う、主体性を育み合
う、あらゆる垣根を飛び越えて、それを喜び、共有し、発信していく、そのよ
うな開かれた関係の拠点として、今後も仙台 YWCAさんであり続けていかれ
ることを心から期待しておりますし、そのお働きによって、この社会全体が、
日本が、そして世界が、そのような関係性に開かれていったらどんなに良い
か、そこに参与することの喜びはどれだけ大きいのか。そのことを今朝、今一
度確認し合いたいと、願うのです。  



 
 


